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文責：校長 佐藤和則

．３VOL

５名の1年生を迎え４３名でスタートした4月より、は
や4ヶ月がたち、６８日間の第1学期が無事終了しまし
た。（今年は、天皇陛下の即位のため昨年より４日短い

１学期でした。）

本日、お子さんのがんばりを載せた通知票を担任より

手渡しました。どの子も頑張り、また担任もその様子を

しっかりと捉え、適切に評価しています。

ご家庭で、お子さんの成長を確認する資料として、ま

た、お子さんの成長をみんなで褒め称える資料としてお

役だてください 。

「何よりも大事なことは命で

昨年の４月に小塩江小に赴す 」。

任してから、子どもたちに、先生

方に、保護者の皆様に繰り返しお話をしてきました。

１学期に悪口を言われいやな思いをした子がいました。学校は「いじめ」と判断し、す

ぐ指導に入りました。保護者との連携のもと、今、笑顔で友達と一緒に遊んでいます。

「 」また 先日 子どもたちを対象にいじめ調査を行いました 結果は、 、 。 いじめの報告なし

。 。 、でした いじめがアンケート調査ですべて見つかるとは思っていません 一番大切なのは

子ども同士の関係を教師や保護者がよく観察し、兆候を捉え、早め早めの対応をとること

です。学校には、子どもたちが集団生活を送り、社会的規範を身に付けるといった使命が

あります。集団の中では、摩擦が起きます。本当に教師がそのシグナルに気づき、適切な

支援をできたのか。それとも未だトラブルが子どもたちの心に内在して、見つかっていな

、 、 、いのか また。 。 、「 」０ で安心していません 子どもたちの活動は児童グラブ スポ少 塾

各種サークルと多様です。校外でのトラブルも学校に伝わってきます。

様々なご相談に対応していきます。遠慮せずご連絡ください。

本日の終業式では、1学期の反省を
5年 佐藤ほのか さん

3年 吉田 悠也 くん

が発表しました。（ 学校ＨＰに後日

発表原稿をアップしますのでご覧く

ださい。）２人とも、自分が頑張っ

たことを成果としてしっかりとつか

んでいます。自分に自信を持った堂

々とした発表でした。

８月22日に、43名の子どもたちみ
んなが、やり遂げた自信一杯に、元

気に登校するのを待っています。

土・日、祝日、お盆（8/13～15）以外は、朝８時10分～夕
方4時40分までは、職員が学校にいます。この時間以外はお
りませんので、その際は、緊急連絡先にお電話ください。

お子さんの大きな怪我や病気、特に交通事故（軽微であっ

ても）、不審者等の異常、ご家庭での大きな出来事などだけ

でなく、ご心配なことがございましたらご相談ください。


